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内 容

・気温は６月５半旬以降、平年より高めで日照は平年並～多く推移した。水

稲の生育は、日射量が十分確保されているため、平年並～２日程度早く推

移している。

・草丈は平年並～やや高く、茎数は平年並～やや多い、葉色は平年並みの傾

向である。

・高温・強風等によって、葉の先端が枯れているものも見られるが、生育に

は影響ない程度である。

・中干しは、７月１０日頃から順次始まっており、現時点では概ね順調で効

果的になっている。

・７月１５日時点で、５月中下旬植えの「キヌヒカリ」では幼穂形成期で、

平年よりやや早くなっているものと思われる。

・７月１５日発表の１ヶ月予報では、気温は平年並～やや高めで、降水量・

日照時間は平年並～やや多い予測となっているため、生育は平年並みの状

態で推移していくものと予測される。（参考：気象庁横浜気象台１ヶ月予

報）

・今後、このまま気温が高く推移すると、出穂期は平年よりも早まると予想

される。

・追肥（穂肥）は高温傾向が予想されるので、積極的に施用した方がよい。

今後の作業
今後の水稲の技術指導において、次の点に留意する。

①７月１５日現在の生育状況から、平年並～２日程度早くなっている状況である。

②穂肥（追肥）は、施用時期を平年並みとし、施肥量は気温が並み～やや高めという気

象予報をふまえ、平年並み～やや多めとする。玄米の充実促進と外観品質向上のため

に穂肥は行う。

◆平年では、「キヌヒカリ」は出穂期の２０～１５日前頃、窒素成分２㎏程度を施用

する。

◆平年では、「さとじまん」は出穂期の１５～１０日前頃、窒素成分２～３㎏を施用

する。

（参考） 追肥は、天候、品種や水田により施用量は異なる。

・好天・高温の場合は多く、日照少なく・低温傾向の場合は少なくする。

・乾田や堆肥施用のない場合は多く、湿田や堆肥施用の場合は少なくする。

・堆肥等有機物を施用した場合は、原則として遅めの穂肥とする。



③最も水管理が大切な時期です。

穂ばらみ期～出穂期～乳熟期（出穂前１５日～出穂後１０日頃まで）は、最も水を必

要とする時期ですので、水を切らさないよう注意する。

④イネツトムシの発生に注意する。

イネツトムシの孵化最盛期予測が７月２３日のため、早急に粒剤による防除を行うと

良い。

⑤紋枯病の発生に注意する。

梅雨明け後、高温傾向が続く場合、紋枯病が発生しやすくなる。「キヌヒカリ」は紋

枯病に弱く、多発すると倒伏し易くなるので、必要に応じて薬剤により防除する。

＊害虫の発生が引き続き遅れている傾向にあるが、害虫の発生情報には十分注意する。

病害虫防除部のテレホンサービス（0463 － 58 － 6612）やホームページを活用する。

（参考）

＊農業技術センター（平塚市）での平年値（概ねの目安）

作期 品種名 出穂期 穂肥時期 湛水状態期間（水を切っ

てはいけない期間）

５月下旬植 キヌヒカリ ８月 ６日 ７月１７日 ７月２２日～８月１６日

さとじまん ８月１５日 ７月３１日 ７月３１日～８月２５日

６月上旬植 キヌヒカリ ８月１３日 ７月２３日 ７月２９日～８月２３日

さとじまん ８月１８日 ８月 ３日 ８月 ３日～８月２８日

６月中旬植 キヌヒカリ ８月１８日 ７月２９日 ８月 ３日～８月２８日

さとじまん ８月２４日 ８月 ９日 ８月 ８日～９月 ３日
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